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玉村町立南中学校
３年理科の授業実践を紹介します！

だんだん遅くなる物体の運動について①時間と速さの関係を振り返り、②教師の言葉掛け
とグラフによる数値の視覚化により、時間と移動距離との関係性・規則性を見いださせま
した。

＜授業のポイント＞

＜本時のねらい＞
前時までに学習した３つの運動（ア：等速直線運動、イ：だんだん速くなる運動、ウ：だ

んだん遅くなる運動）を振り返り、時間と移動距離の関係について考え、ICT端末を使って
グラフを作成して確かめ、規則性を見いだすことができる。

この授業（単元）で育成したい資質・能力

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

物体の運動の速さと向き、力と運動に
ついての基本的な概念や原理・法則な
どについて理解するとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けるようにする。

物体の運動について、見通しを持って
観察、実験などを行い、その結果を分
析して解釈し、物体の運動の規則性や
関係性を見いだして表現するとともに、
探究の過程を振り返り、課題を解決す
る力を養う。

物体の運動に関する事物・現象に進ん
で関わり、科学的に探求しようとする
態度を養うとともに、自然を総合的に
見ることができるようにする。

☛教師の発問とワークシートで、生徒は既習内容をよりど
ころに直感的にグラフをイメージしていました。このグラ
フを基に、追究（時間と移動距離の関係を見いだす）が始
まりました。

＜ポイント① ～ 時間と速さの関係を振り返る＞～

ア イ ウ

＜ポイント② ～時間と移動距離の関係を見いだす支援（教師の言葉掛け・数値の視覚化）＞

☛だんだん遅くなる運動のイメージから、時間の経過ととも
に移動距離が減るのではないか？と考えた生徒への支援とし
て、教師が「全体の移動距離は0.1秒ごとの積み重ね」であ
ることを示したことで、生徒は時間と移動距離の関係を修正
することができました。その後、時間の経過とともに移動距
離の増加が緩やかになる規則性について、事前に行った実験
結果の数値をグラフに表して視覚化し、確認しました。

ワークシート
本時の導入で確認した既習内容

T：ア、イ、ウの3つの運動
について時間と速さの関
係をグラフにすると、ど
うなるでしょか？

S1：アは速さが変わらない
から横の直線になる

S2：イは一定の割合で増加
するから右上がりの直
線になる

S3：ウは一定の割合で減少
するから右下がりの直
線になる

S４：だんだん遅くなる
から、移動距離は
減るのかな？

T：だんだん遅くなる運動
も全体の移動距離は、
0.1秒ごとの移動距離の
足し算になるね。

S５：全体の移動距離だ
から時間と共に増え
るね。

S６：一定の割合で速さ
の変化が減少する
（ポイント①）から、
移動距離の増加はだ
んだん小さくなるね。

生徒の疑問に対する教師の
支援（言葉掛け）により時
間と移動距離の関係を修正

実験の数値を
グラフで表して確認

ウ：だんだん遅くなる
運動について


